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第３回智頭町議会定例会会議録 

 

平成２８年９月９日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

 第 ５．議案第７３号 平成２７年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第 ６．議案第７４号 平成２７年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ７．議案第７５号 平成２７年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第 ８．議案第７６号 平成２７年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第 ９．議案第７７号 平成２７年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１０．議案第７８号 平成２７年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第１１．議案第７９号 平成２７年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１２．議案第８０号 平成２７年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１３．議案第８１号 平成２７年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１４．議案第８２号 平成２７年度智頭町水道事業会計決算の認定について 

 第１５．議案第８３号 平成２７年度智頭町病院事業会計決算の認定について 

 第１６．議案第７０号 専決処分について 

 第１７．議案第７１号 専決処分について 
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 第１８．議案第８４号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算（第３号） 

 第１９．議案第８５号 平成２８年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２０．議案第８６号 平成２８年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２１．議案第８７号 平成２８年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号) 

 第２２．議案第８８号 平成２８年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号） 

 第２３．議案第８９号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第２４．議案第９１号 工事請負契約の締結についての一部変更について 

 第２５．報告第 ５号 法人の経営状況について 

 第２６．議案第９０号 物品購入契約の締結について 

 第２７．陳情について 

 

１．会議に付した事件 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

 第 ５．議案第７３号 平成２７年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第 ６．議案第７４号 平成２７年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ７．議案第７５号 平成２７年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第 ８．議案第７６号 平成２７年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第 ９．議案第７７号 平成２７年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１０．議案第７８号 平成２７年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 
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            決算の認定について 

 第１１．議案第７９号 平成２７年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１２．議案第８０号 平成２７年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１３．議案第８１号 平成２７年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１４．議案第８２号 平成２７年度智頭町水道事業会計決算の認定について 

 第１５．議案第８３号 平成２７年度智頭町病院事業会計決算の認定について 

 第１６．議案第７０号 専決処分について 

 第１７．議案第７１号 専決処分について 

 第１８．議案第８４号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算（第３号） 

 第１９．議案第８５号 平成２８年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２０．議案第８６号 平成２８年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２１．議案第８７号 平成２８年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号) 

 第２２．議案第８８号 平成２８年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号） 

 第２３．議案第８９号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第２４．議案第９１号 工事請負契約の締結についての一部変更について 

 第２５．報告第 ５号 法人の経営状況について 

 第２６．議案第９０号 物品購入契約の締結について 

 第２７．陳情について 

 

１．会議に出席した議員（１０名） 

    ２番 高 橋 達 也        ４番 岩 本 富美男 

    ５番 中 野 ゆかり        ６番 平 尾 節 世 

    ７番 谷 口 雅 人        ８番 岸 本 眞一郎 

    ９番 徳 永 英太郎       １０番 石 谷 政 輝 

   １１番 大河原 昭 洋       １２番 酒 本 敏 興 
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１．会議に欠席した議員（２名） 

    １番 河 村 仁 志        ３番 大 藤 克 紀 

 

１．会議に出席した説明員（１７名） 

   町 長   寺 谷 誠一郎 

   副 町 長   金 児 英 夫 

   教 育 長   長 石 彰 祐 

   病 院 事 業 管 理 者   安 藤 嘉 美 

   総 務 課 長   葉 狩 一 樹 

   企 画 課 長   河 村 実 則 

   税 務 住 民 課 長   矢 部   整 

   教 育 課 長   西 沖 和 己 

   地 域 整 備 課 長   草 刈 英 人 

   山 村 再 生 課 長   山 本   進 

   地 籍 調 査 課 長   岡 田 光 弘 

   福 祉 課 長   國 政 昭 子 

   税務住民課参事兼水道課長   藤 森 啓 次 

   福 祉 課 参 事   小 谷 いず美 

   会 計 課 長   矢 部 久美子 

   病 院 事 務 次 長   寺 谷 和 幸 

   代 表 監 査 委 員   小 林   新 

 

１．会議に出席した事務局職員（２名） 

   事 務 局 長   寺 坂 英 之 

   書 記   大 藤 翔 太 

 

開 会 午前１０時３０分 

 

開 会 あ い さ つ 
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○議長（酒本敏興）  ただいまの出席議員は１０名であります。定足数に達して

おりますので、平成２８年第３回智頭町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（酒本敏興）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、８番、岸本眞一郎議員、

９番、徳永英太郎議員を指名します。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（酒本敏興）  日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から９月２３日までの１５日間にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から９月２３日までの１５日間と決定いたし

ました。 

 

日程第３．諸般の報告 

 

○議長（酒本敏興）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づき、平成２８年

７月分から８月分までの例月出納検査報告書が提出されました。お手元に写しを

配布しておりますのでご承知ください。 

  次に、陳情の処理経過及び結果について、智頭町長から報告がありました。お

手元に写しを配布しておりますのでご承知ください。 

  次に、智頭町長から、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項
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及び第２２条第１項の規定により「平成２７年度健全化判断比率について」並び

に「平成２７年度資金不足比率について」の報告がありました。お手元に写しを

配布しておりますのでご承知ください。 

  次に、お手元に配布のとおり、議員派遣及び委員派遣の結果報告書が提出され

ておりますのでご報告いたします。 

  次に、今期、議会の説明員につきましては、９月２日付をもって、町長、教育

長並びに代表監査委員に出席の要求をしています。 

  次に、前臨時会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配布しておりま

すので、後ほどごらんいただき、議会活動、また議員活動に資していただければ

と思っております。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

 

  日程第 ４．議案第７２号から日程第２４．議案第９１号まで及び 

  日程第２６．議案第９０号                 ２２案 

  日程第２５．報告第 ５号                 １報告 

  一括上程 

 

○議長（酒本敏興）  日程第４、議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから日程第２４、議案第９１号 工事請負契約の締結

についての一部変更について及び日程第２６、議案第９０号 物品購入契約の締

結についての２２議案、並びに日程第２５、報告第５号 法人の経営状況につい

てを一括して議題とします。 

  なお、議案第７０号から、議案第８９号及び議案第９１号の２１議案に対する

本日の日程は、提案理由の説明及び質疑までとします。 

  町長に提案理由の説明を求めます。 

  寺谷町長。 

○町長（寺谷誠一郎）  本日ここに、第３回定例町議会を召集しましたところ、

議員各位にはご多忙のところご出席いただき、まことにありがとうございます。 

  今期定例会に提案しました諸議案の審議をいただくに当たり、その概要を説明

します。 

  まず、議案第７０号及び議案第７１号は、専決処分についてです。 
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  議案第７０号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につきましては、

本年７月３０日に発生した、智頭中学校グラウンドでの部活動中の車両破損事故

に対する損害賠償について和解し、損害賠償の額を定めたものです。 

  議案第７１号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算につきましては、議案第

７０号で定めた損害賠償の額として、１４万円を措置したものです。 

  次に、議案第７２号から議案第８３号は、平成２７年度一般会計、特別会計及

び公営企業会計の決算認定を求めるものです。 

  この１２議案につきましては、去る８月３日から８月１２日までの間、監査委

員により監査を受けた結果、その意見を添えて本議会の認定を求めるものです。 

  次に、議案第８４号から議案第８８号までは、補正予算についてです。 

  議案第８４号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算について主なものを説明

します。 

  総務費の一般管理費では、本年度から義務づけられたストレスチェックに要す

る委託料を、まちづくり推進費の行政情報システム推進費では、セキュリティー

強化のための、ウイルスパターン配信サーバ保守委託料を、移住定住促進事業で

は、定住促進住宅の保険料及び水道加入負担金を、地域情報化推進事業では、告

知端末機簡易放送サーバの更新に要する経費を、ＬＥＤ防犯灯設置推進事業では、

設置補助金の増額をそれぞれ措置しています。 

  また、まちづくり支援事業費では、過疎債ソフト事業の調整による、まちづく

り振興基金積立の減額を、地方創生推進事業では、就労創出調査に要する経費を

計上しています。 

  地域活性化推進費、空き校舎等利活用推進事業では、先進地視察に要する経費

のほか、旧山形小学校及び旧那岐小学校の駐車場整備に要する経費及び、旧富沢

小学校のトイレ改修に要する経費をそれぞれ措置しています。 

  また、ふるさと基金費では、基金積立金の増額を、税務総務費では、人件費の

調整を行っています。 

  民生費の社会福祉総務費では、時間外勤務手当及び高額医療費共同事業拠出金

の増額に伴う、国民健康保険事業特別会計への繰出金の増額を、老人福祉費では、

時間外勤務手当及び介護給付費償還金の増額に伴う、介護保険事業特別会計繰出

金の増額をそれぞれ措置しています。 

  隣保館運営費では、産休代替臨時職員の雇用に要する経費を計上しています。 
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  子育て支援推進費では、「とっとり森・里山等自然保育事業費助成事業補助金

交付要綱」の一部改正伴う、森のようちえん支援事業補助金の増額を、保育園事

務費では、ほのぼの保育所の入所児童数等が確定したことによる、負担金の増額

をそれぞれ措置しています。 

  保育園費の保育園建設事業では、上下水道の加入金を計上しています。 

  生活保護総務費の生活困窮者子どもの学習支援事業では、講師及び高校生ボラ

ンティアの増員に要する費用を計上しています。 

  農林水産業費の農業振興費では、新たに産地パワーアップ事業に取り組むこと

とし、農業用ハウス整備の支援に要する経費を、地域農業振興プラン支援事業で

は、親元での就農促進支援に要する経費を、中山間地域等直接支払交付金事業で

は、取り組み組織の合併による加算措置に要する経費を、多面的機能支払交付金

事業では、新たな活動組織に対する交付金の増額を、それぞれ措置しています。 

  また、畜産業費では、鳥取和牛の導入支援に要する経費を計上しています。 

  林業振興費の智頭林業伝統技術保存支援事業では、架線集材による搬出を行う

事業者の新規参入に伴う増額を、智頭材出荷促進事業では、出荷量の増に伴う増

額を、木の宿場（やど）プロジェクト推進事業では、智頭温水プールの薪ボイラ

ーへの供給を円滑に行うための、機材導入に要する経費をそれぞれ措置していま

す。 

  また、町有林造林事業では、予定していた作業道改良工事箇所について、森林

施業が実施できたことから、未施工として減額措置を、林道費の林道維持管理事

業では、牛臥線の崩落防止工事に要する経費を計上しています。 

  商工費の商工振興費では、ふるさとチョイスを通した体験ツアー内容の決定に

伴う費目調整のほか、ふるさとファンド積立金をふるさと基金積立金への組みか

えを、観光費の観光施設管理事業では、緊急修繕に伴う増額を、国際交流事業費

では、楊口郡との交流に要する経費の増額をそれぞれ措置しています。 

  土木費の社会資本整備総合交付金事業では、国の予算配分額の増額に伴い、当

初予定事業の増工に要する経費を、下水道事業費では、時間外勤務手当の増額な

どに伴う、公共下水道事業特別会計繰出金の増額をそれぞれ措置しています。 

  消防費の防災費では、消防フェスタ開催に伴う経費のほか、地域衛星通信ネッ

トワーク保守負担金の増額を措置しています。 

  教育費の保健体育総務費では、県民スポレク祭参加のためのバス借上料の増額
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のほか、トップアスリート育成支援事業補助金の増額をそれぞれ措置しています。 

  体育施設費では、スポーツトラクターの除草用ロータリー修繕のほか、勤労者

体育館の防球ネット修繕及び温水プールの屋外手すり取りつけに要する経費を計

上しています。 

  災害復旧費の農地農業用施設災害復旧事業では、６月の豪雨による被災農地の

復旧工事に要する経費を措置しています。 

  その他、年度後半の時間外勤務手当の所要額を、特別会計を含め計上していま

す。 

  以上、今回の一般会計補正予算額は、１億８，８７３万９，０００円であり、

補正後の予算総額は、７０億６，２２７万７，０００円となります。 

  議案第８５号 智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算は、時間外勤務手当

の増額のほか、高額医療費共同事業拠出金の額の確定に伴う増額をそれぞれ措置

しています。 

  議案第８６号 智頭町公共下水道事業特別会計補正予算は、時間外勤務手当の

増額のほか、酸素欠乏等危険作業主任者技能講習の受講料を措置しています。 

  議案第８７号 智頭町介護保険事業特別会計補正予算は、時間外勤務手当の増

額のほか、平成２７年度介護給付費等の額の確定に伴う、償還金の増額をそれぞ

れ措置しています。 

  議案第８８号 智頭町水道事業会計補正予算は、水源施設の修繕料のほか、賞

与引当金の調整額の増額をそれぞれ措置しています。 

  次に人事案件ですが、議案第８９号 智頭町教育委員会委員の任命につきまし

ては、平井早苗氏が平成２８年９月３０日で任期満了となり、引き続き同氏を選

任したいので本議会の同意を求めるものです。 

  次に議案第９０号 物品購入契約の締結につきましては、消防ポンプ自動車の

購入について、地方自治法の規定に基づき、本議会の議決を求めるものでありま

す。 

  議案第９１号 工事請負契約の締結についての一部変更につきましては、平成

２８年２月１５日議決の智頭町立保育園用地造成工事について、契約金額の変更

を行うものです。 

  報告第５号につきましては、株式会社サングリーン智頭の平成２７年度の経営

状況について報告するものです。 
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  以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明申し上げました。 

  詳細については主管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしく審議

いただきますようお願いしまして、簡単ではありますが説明を終わります。 

○議長（酒本敏興）  提案理由の説明は終わりました。 

  次に、日程第４、議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから、日程第１５、議案第８３号 平成２７年度智頭町病院事業会

計決算の認定についてまでの１２議案は決算審査意見書が提出されております。 

  この際、監査委員の審査意見の報告を求めます。 

  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  ただいまご指名をいただきました代表監査委員の

小林でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、決算審査の報告をさせていただきます。皆様のお手元にございます、

一般会計及び特別会計、水道事業会計、病院事業会計の３部の決算審査意見書は

平成２７年度の決算関係の書類に基づき、中野監査委員と審査を実施した結果を

取りまとめたものでございます。 

  まず最初に平成２７年度智頭町一般会計、特別会計歳入決算並びに基金運用状

況の審査意見書について報告いたします。 

  １ページをごらんください。 

  第１、審査の対象は以下の１から４で記載のとおりであります。 

  第２、審査の期間は平成２８年８月３日から８月１２日までの６日間です。 

  第３、審査の方法は審査に付された各会計歳入歳出決算書、同歳入歳出決算事

項別明細書、同実施収支に関する調書、財産に関する調書について関係諸帳簿及

び証拠書類と照合しました。 

  第４、審査の結果は各会計歳入歳出決算書及び決算付属書類はいずれも関係法

令に準拠して作成されており、記載された計数は正確であると認められました。 

  第５、決算の概要は１ページから３０ページにわたり記載しておりますが、こ

れを審査意見としてまとめていますので、報告します。 

  ３０ページをごらんください。 

  それでは、６の審査意見について報告いたします。 

  本町の財政状況を主な財政指標から見ると、前年度に比べ実質収支比率、自主

財源比率が低下し、経常収支比率、義務的経費比率、公債費負担比率が上昇して
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いることから、財政の硬直化が進んでいる状況にあり、財政の硬直化防止と弾力

性確保が求められる。 

  また、町税等の自主財源の大幅な改善が見込めない中、高齢化の進展などに伴

う社会保障関係経費の増加、大型の建設事業に係る投資的経費の増加が予想され、

持続可能な財政運営が求められる。 

  今後の行財政運営に当たり、まず、歳入では、町税及び国民健康保険税をはじ

め各種債権の徴収について、努力されているところであるが、公営企業を含む累

積する収入未済額１億５，４００万円の解消は、自主財源の確保や町民負担の公

平を期する観点からも極めて重要であり、滞納対策本部が推進役としての役割を

果たし、全町挙げての実効の上がる滞納対策により一層取り組むよう要望する。 

  なお、税に対する不納欠損処分については、今後も滞納者の実態把握と分析を

強化し、不納欠損に至るまでに適切な収納努力を行うなど、慎重かつ厳正に取り

扱われたい。 

  また、税以外の各種債権についても、滞納債権が多額となっていることから、

滞納対策本部が推進役となって、滞納債権の具体的な整理方策を引き続き検討す

ることも必要である。 

  歳出では、財政の健全化を維持し続けていくためには、今後も増加が見込まれ

る社会保障費関係経費の抑制に効果的な施策の推進や、長年継続してきた事業に

ついて、時代のニーズを適切に把握・分析し、見直しを徹底し、事務事業評価を

行うことにより、より効果的・効率的な事務事業の執行に努められたい。 

  なお、歳入及び歳出において、予算現額と決算額が大幅に乖離している事例が

見受けられるので、執行状況や財政を取り巻く厳しい環境を十分踏まえた予算編

成に努められたい。 

  当年度も多額の不用額が認められることから、その発生理由等を的確に把握し、

減額補正の必要が生じた事業は補正予算を組み、決算見込みの把握を確実に行っ

た予算の執行を行われたい。 

  今後、人口減少等に伴う町税や、地方交付税の減少が予想され、さらに、公債

費の増加及び公共施設の大規模改修を含む投資的経費の増加が予想されることか

ら、財政調整基金等を取り崩して対応せざるを得ない厳しい財政状況が予想され

る。 

  平成２７年１２月に策定した公共施設総合管理計画と連動した第３次行財政改
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革プランの管理及び検証を確実に実行し、社会情勢の変化、町民の多様なニーズ

を的確に捉え、かつ、さらなる財政健全化への取り組みを積極的に推進し、持続

可能な財政運営に努められたい。 

  以上で、一般会計及び特別会計の決算審査意見の報告を終わります。 

  続きまして、平成２７年度智頭町水道事業会計決算審査意見について報告いた

します。 

  １ページをごらんください。 

  第１、審査の対象は記載のとおりです。 

  第２、審査の期間は平成２８年６月２４日の１日です。 

  第３、審査の方法は審査に付された決算書及び付属書類が法令に準拠して作成

されているか、また会計処理の手続が適正にされているか照合するとともに、関

係職員からの説明の聴取を行う等、通常の審査手続により実施しました。事業の

経営内容を把握するため、計数の分析を行うとともに、地方公営企業法第３条の

規定の趣旨にそって運営されているかについて審査しました。 

  第４、審査の結果は決算審査に付された決算書及び付属書類はいずれも関係法

令に準拠して作成され、かつ計数も正確で会計諸帳簿や証拠書類と合致しており、

経営成績及び財政状況が適切に表示されていると認められました。また、予算の

執行についてもおおむね適正に執行されていると認めました。 

  第５、審査の概況及び意見は１ページから１０ページにわたり記載しています

が、これを審査意見としてまとめていますので、報告します。 

  １１ページをごらんください。 

  それでは、１０の審査意見について報告します。 

  業務状況について見ると、給水人口・行政区域内人口ともに減少が続いており、

行政区域内人口に対する上水道普及率も横ばい状態が続いている。 

  有収率は前年度に比べ微増しているが、類似団体平均・全国平均を下回ってお

り、水資源の有効活用の観点から、今後も引き続き漏水調査や老朽配水管の更新

など、漏水防止対策を計画的に実施され、有収率の向上に努められたい。 

  施設の利用状況は、施設利用率については前年度とほぼ同水準であるが、配水

管使用効率については導送配水管延長に智頭テクノパーク分がふえたことから、

前年度に比べ低下している。 

  施設利用率は類似団体平均と比べると数値は上回っているが、引き続き今後の
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人口や水需要の動向に注意しながら、施設の適切な維持管理とより効率的な利用

を図られたい。 

  経営状況は、前年度に比べ総収益が増加、総費用が減少したことにより、当年

度純利益を１，３０４万９，６４１円計上し、前年度に比べ９１４万８，８６５

円（１８５．９％）の大幅な増益となっており、当年度未処分利益剰余金も２億

３，４５４万３，７９０円と、前年度に比べ１４．５％増加している。 

  この主な要因は、収益では営業外収益の長期前受金戻入の増、費用では人事異

動に伴う営業費用の総係費の減である。 

  長期前受金戻入は、新会計制度による経理上の増益であることから、実態とし

ての業績が改善することとは異なる点に留意する必要がある。 

  財政状況は、前年度に比べ資産総額で１，９９７万３，２７５円減少している。

一方、負債・資本合計で負債総額が３，３０２万２，９１６円減少しているが、

資本総額は１，３０４万９，６４１円増加している。 

  これにより、自己資本比率は５７．５％となり、前年度比２．５ポイント改善

されているが、今後も収益を確保し、自己資本の増強を図られる等財政基盤の強

化に努められたい。 

  資産減少の主なものは現金預金の２，３７９万４，２９２円であるが、キャッ

シュ・フロー計算書でも業務活動によるキャッシュ・フローで投資活動及び財務

活動のキャッシュ・フローを賄うことができず、結果として現金預金の減少とな

っている。 

  経営指標では、経営の安全性・健全性については、現状は各指標とも安定して

いると言える。しかし、特に現預金は２億２，０７６万６，６４９円で、現在の

手元流動性は高いが、今後水道管の耐震化、老朽化対応に多額の資金を要するこ

とが見込まれることから、これらを十分検証した上でインフラ更新時代に対応で

きる中長期的な経営のシミュレーションを行うことが必要である。 

  料金収納では、収納率の向上に努力されているところであるが、特に過年度分

徴収率が前年度に比べ低下している。過年度分の収入未済額は滞留しており、町

の滞納対策本部を中心に、内容を精査の上、滞納債権の整理方策を検討する必要

がある。収益確保及び公平性確保のためにも体制の整備、未収金の抑制及び滞納

債権の回収に努められたい。 

  今後の事業運営については、水道管の耐震化・老朽管更新等に多額の資金が必



－１５－ 

要となる一方、人口減少に伴う料金収入の減少が見込まれるなど厳しい状況にあ

ることから、これらを踏まえ将来にわたり健全な財政運営を維持するためにも、

中長期的な事業計画の策定により経営基盤強化に取り組み、安心で低コストな水

道水の安定供給に努力されるよう要望する。 

  以上で、智頭町水道事業会計の決算審査意見を終わります。 

  続きまして、平成２７年度智頭町病院事業会計決算審査意見について報告しま

す。 

  １ページをごらんください。 

  第１、審査の対象は記載のとおりです。 

  第２、審査の期間は平成２８年７月２６日の１日です。 

  審査の方法は智頭町水道事業会計決算審査と同様で記載のとおりであります。 

  第４、審査の結果、決算審査に付された決算書及び付属書類はいずれも関係法

令に準拠して作成され、かつ計数も正確で会計諸帳簿や証拠書類と合致しており、

経営成績及び財政状況が適切に表示されていると認められます。また、予算の執

行についてもおおむね適正に執行されていると認められます。 

  第５、審査の概要及び意見は１ページから１２ページにわたり記載しています

が、これを審査意見としてまとめていますので、報告します。 

  １３ページをごらんください。 

  それでは、９の審査意見について報告します。 

  業務実績については、当年度の延患者数は１０万６，９７８人で、前年度に比

べ２，５３８人減少している。そのうち、入院合計は１，０９２人、外来合計は

１，４４６人といずれも減少している。病棟合計の病床利用率は９１．８％で、

前年度に比べ３．５ポイント低下している。一般病棟、療養病棟ともに減少して

いるが、特に、一般病棟では８９．０％と前年度に比べ４．０ポイント低下して

いる。 

  損益の状況は、総収益が前年度に比べ２，３３５万２，０１１円減少したもの

の、総費用も５，５４１万２，６１２円減少したことにより、当年度の純利益は

９，１５１万４，６４４円で、前年度に比べ３，２０６万６０１円の大幅な増益

となっている。主な要因は、病院事業で損失額が２，２０４万６，１０３円増加

したものの、新会計制度移行の処理による特別損失が４，２１２万８，２６０円

減少したことによるものである。 
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  一般会計繰入後の経常利益は前年度に比べ減少しているが、利益を確保してい

る。しかし、病院事業の損失額が前年度に比べ増加していることから、引き続き

収益の確保に努めるとともに、さらなる経費節減を図り、より一層、病院事業収

支の改善に取り組む必要がある。 

  財政状況では前年度に比べ資産総額は微増であるが、負債総額は２億４，４１

５万８，４８８円減少している。一方、資本総額は２億４，７４６万２，４４９

円の資本増強がなされたことにより、１億７，５００万７，２６５円となり、債

務超過が解消されている。 

  経営指標分析では、当年度決算が好調であったことから、各指標とも、前年度

に比べ改善傾向にある。しかし、債務超過は解消されているものの、大幅な繰越

欠損金があることから、自己資本比率から見る長期的安全性は低水準であり、今

後も自己資本の増強を図って行く必要がある。 

  キャッシュ・フローの状況は、業務活動のキャッシュ・フローにより、投資活

動及び財務活動のキャッシュ・フローが補填されている。結果、現金預金は前年

度に比べ１億１，４３２万２，０３５円増加しており、健全な資金の流れと言え

る。 

  平成２１年３月に策定、２３年度改訂された智頭病院改革プランとの比較では、

医業収支は１，６９６万６，０００円損失額が増加しているが、経常利益は２，

７５４万円増加している。新会計制度導入の影響があるが、おおむね、改革プラ

ンに沿った経営が行われていると言える。 

  智頭病院改革プランの最終年度は平成２７年度である。総務省は既に、地域医

療構想を踏まえた新公立病院改革ガイドラインを示しており、当病院は早急に新

公立病院改革プランを策定し、病院経営の健全性を確保するために、主要な経営

指標について数値目標を掲げ経営の効率化を図る必要がある。深刻化する医師、

看護師不足等により地域医療を取り巻く環境は厳しさを増しているが、持続可能

な地域医療供給体制を構築するために、新改革プランに沿って経営改革を推進し、

経営の健全化に努められたい。 

  以上で、智頭病院事業会計の決算審査の意見の報告を終わります。 

  これをもちまして、一般会計及び特別会計、水道事業会計、病院事業会計の決

算審査意見の報告を終わらせていただきます。 

  決算審査にご協力いただきました、関係職員の皆様にこの場をおかりして厚く
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お礼申し上げます。大変ありがとうございました。 

  以上、終わります。 

○議長（酒本敏興）  小林代表監査委員の報告は終わりました。 

  議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、

議案第８３号 平成２７年度智頭町病院事業会計決算の認定についてまでの、１

２議案について質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  小林監査に、非常に今精細な監査をしていただいたこと

に今敬意を表したいと思います。 

  特に一般会計、特別会計の部分で町の財政が硬直化している、経常収支比率が

２７年度では８８．３％で４年前に比べて１０％以上悪化してきている。イエロ

ーゾーンからレッドゾーンに近づいているような状況になっているんですが、や

はり今、監査の一つの大きな役割はその財政の健全性を保つためにしっかりチェ

ックしてると思うんですが、こういったこの方向、いろんな指標が悪化してきて

いるんですが、もう一つこれをその改善するための要因といいますか、後で述べ

ているように不用額等の予算の精査をしたり、その滞納をですね、そういうもの

をしっかりするということを言われてるんですが、もう少しそこら辺について監

査としてのお考えはないでしょうか。お聞かせ願えるものならお願いしたいと思

います。 

○議長（酒本敏興）  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  今のご指摘の経常収支比率、これがですね、平成

２３年度で７８．２、今年度が８８．３％というところでですね、これの上昇し

た要因というのはいろいろありまして、いわゆるその一時的、いわゆる支出の中

でも一時的要因として捉えたものがいろいろと経常的な支出であるということで、

会計上変更したということで、いわゆる実態は、支出する実態はかわってないん

だけども比率が上昇したということで、ちょっと数字的にここのところとんとん

とんと上がったというところには、そういった特殊要因があります。 

  この中で今言われるように、この経常収支比率がこうだから今の数値的には非

常に高い数字になりますから、この部分でいくとこれを判断するには、おっしゃ

られたように財政硬直化ということですので、これを打破するためにはやはりい
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ろんな方策があると思いますけども、いわゆるその自主財源の確保これは当然そ

うなんですね。経常的に出ている支出の削減ですね、これもね。 

  こういった経費の見直し、例えばこれは経費もそうですし、補助金とかですね、

そういったものの歳出についての見直し、そういったもの一つ一つそのやってい

くというとこでやっていくしかないかなと。我々もこのいろんな面で今の議員さ

んもそうなんですけども、やはり事業評価ということをされています。どうして

もやらなきゃならないものはやるべきですけども、そのやはり事業評価をするこ

とによって、予算がついたからすればいいという話ではなくて、ある程度効果と

かいろいろ考えながらそこら辺の支出を考えていくと。 

  もう一つ、今の岸本議員が言われるように不用額の話なんですね。これ私は不

用額というのはその不用額があるからだめだという話ではなくてですね、それぞ

れ私どもがヒアリングするといろんな事情があります。要するにその不用額が生

じたということは当初の予算に、我々がいろいろとヒアリングしていくと、どう

も当初の予算計上においてちょっと若干問題があるんじゃないかと。いろいろと

決算を予算を執行される中で、非常に経費を削減されたというよりも、むしろ予

算の段階でそういったものがちょっと乖離しているということですから、やはり

その予算を立てられるときにやはりそのシビアな目で予算を立てていくと。この

不用額が発生した原因とか理由というというものをチェックしながらそういった

もので来年度に生かしていくということですから、経常収支比率ということにつ

いては、やっぱりそういった日常の経常的な支出というものについてもう少しシ

ビアにしていくということ。収入の分についてもやはり、自主財源の確保をして

いくということだろうと思います。 

  ちょっと漠然とした回答になりましたけども。以上です。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  議案第７２号 平成２７年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、

議案第８３号 平成２７年度智頭町病院事業会計決算の認定についてまでの１２

議案については、委員会条例第５条の規定により、この際、議長を除く議員１１

名で構成する決算特別委員会を設置し、会議規則第３９条第１項の規定により、
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これに付託して審査したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  異議なしと認めます。 

  よって本案は、この際、議長を除く議員１１名で構成する決算特別委員会を設

置し、これに付託して審査することに決定しました。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午前１１時１４分 

再 開 午前１１時１４分 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほど設置しました決算特別委員会の互選の結果、正・副委員長が決まりまし

たのでご報告します。 

  委員長に大河原昭洋議員、副委員長に平尾節世議員、以上のとおりです。 

  日程第１６、議案第７０号 専決処分についてから、日程第２３、議案第８９

号 智頭町教育委員会委員の任命について及び日程第２４、議案第９１号 工事

請負契約の締結についての一部変更についての、９議案並びに日程第２５、報告

第５号 法人の経営状況についての質疑を行います。 

  質疑は、会議規則第５５条の規定により一問一答で行います。 

  なお、発言時間について、会議規則第５６条の規定により議長において制限を

設けることがあります。ご承知ください。 

  また、報告案件については、質疑の終了をもって、報告は終了となりますので

ご了解ください。 

  日程第１６、議案第７０号 専決処分についてを議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  教育課長。西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  議案書の１ページであります。 

  議案第７０号 専決処分について。 

  ２ページの専決処分書をごらんいただきたいと思います。 

  ８月２４日付で専決処分を行っております。内容につきましては、以下資料を

ごらんいただきたいと思います。以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 
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  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１７、議案第７１号 専決処分についてを議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  それでは、別冊の専決処分書、補正予算の関係ですが、

それをごらんいただきたいと思います。 

  議案第７１号 専決処分について。 

  １ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２８年智頭町一般会計補正予算第２号、平成２８年の８月２４日付で専決

処分をいたしております。歳入歳出それぞれ１４万円を追加するものでございま

す。 

  それでは、７ページをごらんいただきたいと思います。 

  先ほど議案第７０号で説明いたしましたとおり、損害賠償金として１４万円を

措置いたすものでございます。財源といたしましては、前の６ページにあります

ように繰越金及び諸収入として総合賠償保障保険金で措置をいたしております。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第１８、議案第８４号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算（第３号）

を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  それでは、補正予算書をごらんいただきたいと思いま

す。それからあわせて補正予算の概要をお配りしておりますので、これとあわせ

て説明をさせていただきます。 
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  まず、補正予算書１ページでございます。 

  議案第８４号 平成２８年度智頭町一般会計補正予算（第３号）、歳入歳出の

総額にそれぞれ１億８，８７３万９，０００円を追加するものでございます。 

  それでは、まず概要書のほうは１ページでございます。補正予算書は１２ペー

ジをごらんいただきたいと思います。 

  一般管理費につきましては、町長の提案理由にもありましたが、ストレスチェ

ック委託料を措置いたしております。 

  次に、補正予算書は１２ページから１３ページにわたります。 

  まちづくり推進費の行政情報システム推進費につきましては、これも提案理由

にもありましたが、セキュリティー強化に係るサーバ保守委託に要する経費、そ

れから移住定住促進事業につきましては、定住促進住宅に係ります保険料及び水

道加入金を、それから地域情報化推進事業につきましては告知端末機を利用した

集落の簡易放送、これのサーバの更新に要する経費。それから、ＬＥＤ防犯灯設

置推進事業につきましては、集落からの設置要望にお答えして補助金の増額、そ

れぞれ措置いたしております。また、まちづくり支援事業では、過疎債ソフト事

業の調整によりますまちづくり振興基金、これの積立金の減額をいたしておりま

す。地方創生推進事業では、新たに就労創出調査に着手することとしておりまし

て、これに要します経費のほか、地方創生加速化交付金の対象外となりました二

つの費目について財源更正を行ったものでございます。 

  次に、同じく補正予算書１３ページでございます。 

  地域活性化推進費、これは空き校舎等利活用推進事業でございますが、提案理

由にもありましたが、旧山形小学校及び旧那岐小学校の駐車場の整備に要する経

費のほか、富沢小学校のトイレの改修に要する経費、それぞれ措置いたしており

ます。ふるさと基金費では、ふるさとファンディングに係る基金積立金を商工振

興費からの振りかえによって、こちらのほうに増額をいたしております。税務総

務費では、人件費の調整を行ったところでございます。 

  次に、補正予算書は１４ページでございます。 

  社会福祉総務費につきましては、これも提案理由にもありましたが、時間外勤

務手当及び高額療養費の共同事業拠出金の増額に伴います国民健康保険事業特別

会計への繰出金の増額。それから老人福祉費では、時間外勤務手当及び介護給付

費償還金の増額によります介護保険事業特別会計への繰出金。それから社会福祉
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施設費につきましては、提案理由にもありました隣保館職員の産休代替臨時職員

の雇用にかかります経費をそれぞれ措置いたしております。 

  次に、補正予算書１４ページから１５ページにわたります。概要書も２ページ

にわたりますが、子育て支援推進費の森のようちえん事業につきましては、これ

も提案理由にもありましたが、制度の要綱改正によります森のようちえん支援事

業の補助金の増額。それから保育園費につきましては、ほのぼのの保育所広域入

所負担金の増額、保育園建設事業につきましては、上水下水道の加入金をそれぞ

れ措置いたしております。それから生活保護総務費につきましては、生活困窮者

子どもの学習支援事業にかかります講師及び高校生のボランティア増員に要する

経費。これを増額措置いたしております。 

  補正予算書は１６ページでございます。概要書は２ページでございます。 

  農業振興費につきましては、これも提案理由にもありました、新たに山地パワ

ーアップ事業に取り組むこととし、アスパラのハウス整備かかります補助金。そ

れから地域農業振興プラン支援事業につきましては、親元就農支援の増によりま

す補助金の増額。中山間地域等直接支払交付金事業につきましては、組織の合併

により、加算措置が適用となったことによります交付金の増額。それから多面的

機能支払交付金事業につきましては、活動組織が新たに加わったことによります

交付金の増額。畜産業費につきましては、鳥取和牛の導入支援に要する経費をそ

れぞれ措置いたしております。 

  次に、林業振興費につきましては、これも提案理由にもありました、架線集材

による搬出を行う事業者の新規参入によります、智頭林業伝統技術保存支援事業

補助金の増額。智頭材出荷促進事業につきましては、出荷量の増大によります補

助金の増額。木の宿場プロジェクト事業につきましては、薪ラックの購入に要す

る経費。町有林造林事業につきましては、町有林内の森林施業これの実施ができ

たことから、作業道の改良事業見送ることとしましたのでこの減額。林道費につ

きましては、牛臥線の崩落防止工事に要する経費。それぞれ措置いたしておりま

す。 

  補正予算書１７ページでございます。概要書は３ページでございます。 

  商工費の商工振興費につきましては、これも提案理由にもありました、ふるさ

とチョイスを通した体験ツアーの決定に伴います費目の調整のほか、ふるさとフ

ァンド積立金をこれをふるさと基金への組みかえということで行っております。
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そのほか、観光施設管理事業につきましては、緊急修繕料の増額。国際交流事業

につきましては、楊口郡との交流事業に要する経費の増額をそれぞれ措置いたし

ております。 

  次に、補正予算書は１８ページでございます。概要書は同じく３ページをごら

んいただきたいと思います。 

  道路維持費につきましては、町道維持修繕料の増額。社会資本整備総合交付金

事業につきましては、これも提案理由にもありましたが、交付金の増額に伴いま

す事業費の増額。それからふるさと整備土木事業につきましては、これも事業費

の増額。 

  それから、補正予算書は１９ページでございますが、都市計画総務費では愛宕

公園の水道ポンプの修繕。下水道事業費につきましては、公共下水道事業特別会

計繰出金の増額をそれぞれ措置いたしたところでございます。また、防災費につ

きましては、これも提案理由にもありましたが、消防フェスタ開催に伴います経

費のほか、衛星通信ネットワーク保守の負担金の増額をそれぞれ措置いたしてお

ります。 

  それから、補正予算書２０ページでございます。 

  地区公民館費では臨時修繕費の増額。保健体育費の体育振興費につきましては、

県民スポレク祭に参加に伴いますバス借上料のほか、トップアスリート育成支援

事業補助金の増額を措置いたしております。 

  概要書の４ページですが、体育施設管理費につきましては、スポーツトラクタ

ー、勤労者体育館の防球ネットの修繕及び温水プール屋外手すり取りつけに要し

ます経費をそれぞれ措置いたしております。 

  補正予算書２１ページでございます。 

  農地農業用施設災害復旧費につきましては、これも提案理由にもありましたが、

６月の豪雨によります被災農地の復旧工事に要する経費、これを措置いたしてお

ります。 

  以上、合計１億８，８７３万９，０００円の補正となっております。 

  なお、この財源といたしましては、補正予算書２ページでございます。分担金

及び負担金から国庫支出金、県支出金、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入、町債

をもって措置いたしております。 

  以上でございます。 



－２４－ 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  この議案に対する質疑は、歳入と歳出の款ごと、総務費から農林水産業費、商

工費から災害復旧費の３区分に分けて行います。 

  まず、歳出の総務費から農林水産業費の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  一般管理費のこのストレスチェックの委託料、これは委

託先はどこになるんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  現在委託しております産業医がございまして、そちら

の企業のほうに会社のほうに委託をするということでございます。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  これは当然、町の職員がストレスチェックを受けるとい

うことですね。もしそのストレスの度合い、判定によって例えば休養とかそんな

もんが必要になってくる状態も当然予想されるんですが、そういうときの今後の

その体制づくりみたいなのは、そこらへんの仕組みというのはどのように考えて

いるんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  本年からストレスチェックが義務つけられまして、本

町では、１０月に全職員、もちろん臨時職員もパート職員も含めて全員のストレ

スチェックを行うこととなっております。これはもう法律で義務づけられており

ます。ただ、全員が努力義務でございますので、必ず受けなければならないとい

うことはありませんが、私どもの職員には全員がストレスチェックを受けるとい

うことで決めております。 

  それで、先ほどご質問にありました件につきましては、現在ストレスチェック

の要綱をつくりまして、チェックの度合いによりましてどういうふうに指導して

いくかということまで全て要綱に定めて、規定に定めて今後対応していくと。個

人のストレスの度合い、それから職場環境の改善、そういったことまで産業医の

アドバイスを受けながらそういうことに取り組んで改善をしていくということに

繋げていくということでございます。 
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○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  今、このストレスチェックのこういうことをするという

ことは非常にいいことなんですが、もしその当事者にとって、その人がストレス

を抱えているというような判断が出たときに、それが表に出るとある程度その個

人にとっては知られたくないというような部類の話になったりするので、例えば

そういう人にその休職をしたほうがいいですよとか何とかというその何ていいま

すか、これは本人の同意といいますか、そこらへんの合意形成というものが非常

に大切になってくると思うんですが、その辺はどういうぐあいにやっていくんで

しょうか。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そのあたりも全て含めて実施規定の中に盛り込んでお

りまして、まず本人からの同意をいただく、それで高ストレスがなった場合には

産業医の面談を行いまして、その対応をどういうふうにやるのかということまで、

全て決めております。これはあくまで個人の問題でございますので、外部にはも

れないようにそういうきちっとした体制を整えて実施規定の中に全て盛り込んで

おります。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  １２ページの就労創出調査委託料に関してですが、これ

はどんな目的でどのような調査をしてどういうふうに活用していくのかという、

大ざっぱな説明をお願いいたします。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  これは地方創生事業の中で、東京ブランチ、これを活

用して、今智頭町の情報発信のもとが例えばホームページとかフェイスブック、

こういうので情報発信しとるわけなんですが、東京の考えておりますのが、デジ

タルハリウッド大学こういったところと委託して新たな情報発信の手段、それに

よって新たな雇用創出を智頭でつくりたいと、こういったことで今東京のブラン

チのほうとの打ち合わせをして、新たな雇用の場所を智頭町内に確保したいとい

うようなことでございます。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 
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○５番（中野ゆかり）  なので、ちょっとわからないのですが、智頭町の雇用の

状況を調べるというのではないわけですね。なので、すいません。もうちょっと

詳しく説明お願いします。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  詳細については、これからいろいろとその委託先と詰

めるわけなんですが、基本的には今までの情報発信だけでなく、より違った形の

ピンポイントで情報発信できる智頭町の情報、こういったことを通じてやはり東

京のほうから、そういった、例えば空き校舎とかにそういった公営の場所がある

んだという情報を県外に発信するとか、そういったようなことを考えています。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員 

○５番（中野ゆかり）  なので、ピンポイントの情報を東京に流すための下調べ、

このどういうところが智頭町に雇用としての場所があるのかというようなことを

調査する委託料なんでしょうか。私だけですかね、わかってないのは。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  まだ予算も通っておりませんので、細かい委託業務に

ついてはこれから打ち合わせするわけなんですが、今までの智頭町の情報発信の

スタイルをより以上、何と言いますか、タイムリーにスタイル方法について調査

研究すると。そこを、今のところハリウッド大学のクリエーター等の学生使いな

がらそういったものを提案していただくと、そういったような形で委託している

と。ですから、細かい詳細についてはこれから詰めていきたいというふうに考え

ております。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  １２ページのこの地方創生推進事業、６００万の財源構

成です。これは、例の２７年度の加速化交付金申請したのに国が認めなかったも

のだと思うんです。例の森林セラピーの企業版に対しての謝礼とそれから空き家

の改修ですかね。それぞれやっぱり国がその事業が妥当でないと多分認めなかっ

たから予算がつかなかった。それを国が認めないけど智頭町が一般財源でやりま

しょうというときに、そこのその事業のその妥当性ですね。国がこれはふさわし

くない、交付金つけるのがふさわしくないという判断でつけなかったものに対し

て町がつけてでもやろうかという趣旨だと思うんですが、ここら辺妥当性につい
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てはどう判断してるんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  この地方創生の加速化交付金の関係につきましては、

これまでも再三説明をさせていただいております。 

  まず、第１次で申請をした時期から不採択となったその時点で、皆様には、ま

ちはあくまでも地方創生の総合戦略を基本に推進していくこととしておるという

ことで、単町費でもこれは実施していくということで、皆さんにはご理解をいた

だいているということはまずご承知していただいてることと思います。 

  先日も説明いたしましたが、この二つの事業、国が不採択になったからといっ

て事業の妥当性を否定されたというものでは、という理解はいたしておりません。

これはそれぞれが個性を出したまちの地方創生の中でそのまちが推進するべき事

項として掲げたものですから、例えば全ての事業不採択になったのでそれをやめ

るのかといえば、その今の理論でいきますとそうなりますので、まちはあくまで

も、これは地方創生の総合戦略として位置づけて国への申請をいたしましたが、

この事業については国のほうが不採択ということではございますが、あくまでも

まちとしてはこの事業を推進していくということは、これまでも再三うたって説

明させていただきましたし、これが妥当性がないというようなものではないとい

うふうに認識してこの事業を進めているものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  この二つについて、国が一つ判断したことについて説明

受けましたが、例えばその協賛企業への謝礼ですね。謝礼金が２００万だと。そ

ういうその企業に対して謝礼を払うということが果たして妥当なのかということ

と、空き家改修ということで個人の財産にその資するような支出だからだめだと

いう判断だったということを聞きましたもんね。そういうことから考えると、そ

の国がそういう判断で妥当でない、その交付金はこれはつけないといってるもの

だと私は感じました。 

  確かに智頭町としては、これをやるんだという決意ですね。決意というものは

尊重しなければなりませんが、その何かその、自分たちでするんだと決めたから

一つのメンツ的なものでやるということが妥当なのかどうかというのは、また別

問題だと思うんです。ここら辺の議論をしっかりしていかないと、今後にも今い

ったように企業への謝礼とかいう個人の財産に資するような支出というものの国
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が判断したことに対して、じゃあ町はやりたいからやるんだということでやって

いくと、今いったようにそこの根本的なところの議論がまだなされていないので

はないかな、そこら辺に対しては町としてはどのような解釈でこれをつけようと

しているのか、もう一度お聞かせください。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  まず、このたびの不採択といいますか、その大きな事

業の中の事業細目では二つです。先ほどおっしゃったその企業への報償、もう一

つは町産材の活用の部分が不採択ということでございます。 

  再三にわたってここの部分につきましては、今まで議論をさせていただいたと

いうふうに認識いたしております。あえてここでもう一度その総合戦略の何たる

かを議論する必要はないとは思いますが、やはり議員にはそのあたりをご理解い

ただいて、町はあくまでもこれは総合戦略に基づいてやるものだと、その上で国

のほうに申請をして、それが国が不採択になって該当しない事業だからというよ

うなことでの認識は全く考えておりません。 

  今後、新たな推進交付金等が申請があろうかと思いますが、基本的な推進につ

きましては、先ほどから述べておりますように総合戦略に基づいて実施しておる

ものでございますので、今まで議論は幾度もしてきたというふうに認識いたして

おりますので、その点のご理解はいただきたいと思います。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  例えば今回のこの国の採択、不採択の判断が、予算がな

いので足りないのでふるいにかけて落とされたということと、今いったようにそ

の報償金とか個人の資産に資するような支出事業だからだめだという判断がある

ときとは違うと思うんですね。もう一つそこら辺を考えていかんと、智頭町でや

ると決めたから国の補助金がつかなくてもやるんだというだけの単純なものでは

ないのかなという気がするんで、これはまあ、今後これからも当然起きてくる可

能性があると思います。 

  例えば、推進事業でも育みの郷構想も、本来はこの国の１０分の１０で申請し

とったんだけど、結局そこじゃなくて推進事業で町が２分の１の負担のほうで採

択されたというようなこともありますので、やはり国がなぜそう判断したのかと

いうところをしっかり考えていかんと、町がしたいから町費でじゃあやりますと

いうことで、それだけでいいのかなという私は疑問をもっておりますので、町が



－２９－ 

町としてはやりたいからやるんだという判断であれば、それはそういう答弁であ

ればやむを得ないのかなと思いますが。再度そこら辺についてもう一度確認した

いと思います。 

○議長（酒本敏興）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  国のほうの交付金が限られた予算の中でカットされた

というふうには認識ではないというふうに思っております。あくまでも国のほう

は予算をもってしているもので、その中で判断をされたものでございますので、

しかし智頭町としてはその部分を二つの事業をやらないというわけにはいかない

と。あくまでもそれは一つの事業として成り立っていかせるというものでござい

ますので、先ほども申しましたがこれまで十分そのあたりは議論をさせていただ

いて皆様には承認をいただいて予算も計上いたしておりますし、地方創生の総合

戦略、これも策定いたしたというふうに認識に基づいて行っております。 

  もう一つ推進事業の話が出ました育みの郷構想の郷は、加速化から推進事業に

振りかえたのではなくて、加速化交付金の要綱上では合致しないから新たな推進

交付金として育みの郷構想事業を申請したものでございますので、そのあたりの

認識はご理解いただきたいというふうに思っております。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、商工費から災害復旧費の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  １７ページの商工振興費施設賃借料というのは、具体的

にはどこのことをいっているのでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  これは智頭ファンの獲得のものでございます。事務所

を借りてやるやつでございます。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  どの事務所かをお尋ねします。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  ツアー確定で内容を変更したところでございまして、
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施設につきましては民泊及び石谷家住宅ですね。ここのものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  すいません。ちょっとわかりません。民泊及び石谷家住

宅を借りる、そのトータル的な計画からちょっと教えていただけますか。 

○議長（酒本敏興）  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  先ほどいいましたように、智頭ファンの獲得の関係、

ツアーが確定いたしました。それによりまして、当初手数料で森のようちえん等

の体験、写真等で予算を組んでおりました。それを組みかえでございまして、そ

の賃借料の中には民泊、ここをお借りする。それから石谷家住宅入館料、こうい

ったものが含んでおります。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  河村企画課長。 

○企画課長（河村実則）  補足させていただきます。 

  誰に対してということでございますが、ツアーで来た人です。金をいただいた

方に対してのものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳入を一括して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  最後に、債務負担行為補正及び地方債補正も含め再度一般会計全般にわたって

の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ５番、中野ゆかり議員。 

○５番（中野ゆかり）  ちょっと質問し忘れていたのでよろしいですか。 

  歳出の１８ページの道路新設改良費、これは具体的にはどこの場所をするのか

お尋ねします。 

○議長（酒本敏興）  草刈地域整備課長。 

○地域整備課長（草刈英人）  ちょっと漠然とした質問なんであれですけども、
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この道路新設改良費の細目としましては、社会資本総合整備事業からふるさと整

備事業、これがございまして、この中にはもちろんふるさと整備事業なんか１０

カ所程度の工事がありますし、社会資本では、今までも委員会等で説明してきま

したけども、関屋黒本線であるとか和田平１号線であるとか駐車場の整備である

とか橋梁点検、橋梁修繕こういった各種の工事が該当になるというものでござい

ます。 

○議長（酒本敏興）  ２番、高橋達也議員。 

○２番（高橋達也）  今の答弁でちょっとよくわからなかったんですけど、既に

当初予算がついてる現場を増額ということですか、全部。 

○議長（酒本敏興）  草刈地域整備課長。 

○地域整備課長（草刈英人）  提案説明にもありましたけども、交付金が増にな

った分、当初計画の事業についてそれぞれ増額をするものでございます。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 

  ないようでしたら、これで質疑を終わります。 

  暫時休憩をいたします。 

  再開は１３時、午後１時といたします。 

休 憩 午前１１時５２分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き、会議を開催します。 

  日程第１９、議案第８５号 平成２８年度智頭町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  國政福祉課長。 

○福祉課長（國政昭子）  議案第８５号、補正予算書の２５ページからとなりま

す。 

  平成２８年度智頭町健康保険事業特別会計補正予算（第２号）です。 

  歳入歳出の総額にそれぞれ５７万７，０００円を追加するものです。 

  歳出につきましては、３１ページとなります。 

  職員手当及び平成２７年度の高額療養費共同事業負担金の額の確定に伴う費用

を計上させていただいております。 

  歳入につきましては、３０ページからです。 
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  一般会計からの繰入金、前年度繰越金で措置しております。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２０、議案第８６号 平成２８年度智頭町公共下水道事業特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  矢部税務住民課長。 

○税務住民課長（矢部 整）  失礼します。 

  そうしましたら、補正予算書の３３ページをごらんください。 

  議案第８６号 平成２８年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）でございます。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６万７，０００円を追加するもので

ございます。 

  ３９ページをごらんください。 

  歳出ですが、歳出では時間外勤務手当の増額のほか、酸素欠乏等の危険作業に

従事する職員の技能講習の受講料につきまして計上しております。 

  歳入につきましては、３８ページのとおり、一般会計からの繰入金をもって措

置しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２１、議案第８７号 平成２８年度智頭町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 
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  國政福祉課長。 

○福祉課長（國政昭子）  予算書の４１ページとなります。 

  議案第８７号 平成２８年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

です。 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，０５７万７，０００円を追加するものです。 

  歳出につきましては、４７ページからとなります。 

  職員手当及び平成２７年度の給付実績に伴う返還金を措置しております。 

  歳入につきましては、一般会計からの繰入金及び繰越金で措置しております。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２２、議案第８８号 平成２８年度智頭町水道事業会計補正予算（第１

号）を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  藤森水道課長。 

○水道課長（藤森啓次）  失礼いたします。 

  議案第８８号 平成２８年度智頭町水道事業会計補正予算（第１号）の説明を

させていただきます。 

  今回、収入のほうではなく、歳出のほうのみの補正でございます。総額３０６

万３，０００円であります。 

  はぐっていただきまして、３ページが詳細になっております。ここで大変申し

わけございませんけど、一部訂正をさせていただきたいと思います。水道事業費

用の小さい字で申しわけございません。賞与引当金繰入額の備考欄の配管修繕、

メーター交換費等というのは誤植でございます。申しわけございませんが削除を

お願いいたします。 

  内わけに説明させていただきます。 

  営業費用としまして、原水の修繕費として第２水源地ろ過設備バルブ交換工事

等で３５９万円、それと総係費と賞与引当金で１万３，０００円の支出の増を予
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定しております。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２３、議案第８９号 智頭町教育委員会委員の任命についてを議題とし

ます。 

  議案の補足説明を求めます。 

  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  議案の１５ページであります。 

  議案第８９号 智頭町教育委員会委員の任命について。 

  住所、鳥取県八頭郡智頭町大字新見７３番地。氏名、平尾早苗。生年月日、昭

和４６年５月３日生まれ。 

  以上であります。 

  失礼しました。氏名でありますけども、平井早苗でございます。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２４、議案第９１号 工事請負契約の締結についての一部変更について

を議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  議案書の１７ページをごらんください。 

  議案第９１号 工事請負契約の締結についての一部変更について。 

  契約金額中、５，９０７万６，０００円を６，７５４万６，４４０円に改める

ものであります。 
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  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  この用地造成は５月いっぱいで多分終了したと思うんで

すが、これが今の９月になってこの契約金の変更が出てきた。この金額変更要因

がいつごろこれが発生したのかということと、この変更の金額の中身ですね。ど

ういう部分でこれが増額になったか、そこについてお答えください。 

○議長（酒本敏興）  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  工事に当たりましては、造成工事に当たりましては、

２月１５日に議会の議決をいただきまして契約を締結したところでありますけど

も、その後、地元のほうとの説明会を介する中で、土砂の運搬が予定されておる

というようなこと。あるいは、安全対策に万全を期してほしい。そのほか、騒音

でありますとか、土砂の砂煙、こういったものに対する地元のほうからの要望が

ございました。これを受けて当初の計画からさらに地元に迷惑を与えないという

ことを前提としながら考えた結果、このような措置を講じたものであります。 

  主な事業の追加の事業の要因といたしましては、先ほども触れましたように、

仮囲いの追加、あるいは造成地内に鉄板等を敷き詰める経費。これは車両の運搬

走行範囲の中で鉄板を引いたものであります。また、安全対策における誘導員、

これの設置。これらが主な要因であります。 

  同時に関連となりますが、工事におきましては、造成工事におきましては土砂

の搬入ということもさせてもらっております。これの加工につきましては、県当

局並びに国交省からの力添えももらいまして一定の量を確保した次第でございま

すけども、その過程の中で敷地内に運搬する土砂によって、敷地の状況等に基づ

いて騒音でありますとか、あるいは先ほど申し上げたような粉じん、こういった

ものを軽減するように措置を加えて対応したものであります。 

  以上であります。 

○議長（酒本敏興）  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  要因の部分についてはわかりました。でも、そこについ

ても一つ疑問な点は、今いったような要因については、ほぼ普通の工事で考えら
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れる範囲のもので、何か特別にその設計で想定していないような要因とは考えに

くいと思うんです。当然、普通の安全管理の中で行われる範囲のものでないか。 

  もう一つ聞きたかったのは、そういった要因が実際には５月末でこの造成工事

は終わってるはずなんで、議会に対してそういう要因があれば、６月定例何かで

も本来説明できたのではないか。金額が確定しない部分にしてもね。そういう要

因があるというようなことを本来説明するべきではないのかという気がするんで

すが。 

  結果としてはもう工事が終わってから、後で金額変更お願いしますよという形

なってくるということは、以前にもちょっと私も指摘したんですが、事後承諾に

なるのではないかなという気がするんで、そこら辺再度このこういった要因が発

生した時期については、いつごろ発生したんでしょうか。 

○議長（酒本敏興）  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  実際に土砂の搬入、これにつきましては３月以降にな

りました。その後、工期内に５月３１日までの工期内に県の土砂、あるいは国交

省からの土砂を搬入いたしております。この過程において５月３１日までの過程

において、地元のほうからの安全対策でありましたり、それから騒音対策、こう

いったものについて途中で要望も聞いております。それらを受け入れた結果、こ

のように今議会に上程させて、変更契約ということで上程させていただいており

ます。 

  加えまして、当初の設計の中でもこの環境対策というものについて、あるいは

安全対策という事柄につきましても、盛り込んでおったわけでありますけども、

敷地が何分にも広いということもありまして、隣接の住民さんのみならず、奥詰

まった周辺の方からも、騒音でありますとか、それから粉じん、これらとりわけ

５月におきましては、連休中に予期せぬ突風で砂埃が立ち上り、近隣の住民の方

に迷惑をかけたというようなこともございましたもんですから、そういう措置に

ついて安全対策、環境対策を講じたような次第です。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  岸本議員、最後に総括として質問してください。前段のは

じめの質問もだぶってるようなところもありますので、お願いをいたします。 

  ８番、岸本眞一郎議員。 

○８番（岸本眞一郎）  聞いてるその質問の趣旨は、そういった既に工事は５月
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いっぱいで終了してるので、こういった要因もそれ以前に発生していると思うん

です。当然それなれば、今いったように議会には６月定例、６月２８日開催とい

うような説明する機会もあったと思うんです。ですから、本来ならきちんとそう

いう説明過程をした上で、こういった金額の変更になりますという形にならない

と、結果として全部済んだ後に金額の変更ということが出てくるということは、

議会としてのチェック機能がなかなかできないと。 

  それと今いったように要因というものが何らその設計範囲を超えた特段のその

要因と何か考えられないようなことが感じましたので、全協の中でも意見が出た

ようにその設計の精査ですね。そこら辺がきちっと担当課としてやはりできてな

いのではないかなという感じがしますので、こういった質問をさせていただいて

るんです。改めてこういった要因というものがいつごろ発生したのか、その時期

についてだけお聞かせください。 

○議長（酒本敏興）  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  本工事の契約が２月１５日でございました。それ以降

地元説明会を開き、その中でさらに安全対策、あるいは騒音対策、こういったも

のについても十分配慮願いたいという要望が一転ございました。さらに実質、工

事の運搬車両が入る過程において、途中からもう少し強化をお願いしたいという

ようなこともありまして、これが工事に関して搬入が行われた３月以降の時期に

なります。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  暫時休憩します。 

休 憩 午後 １時１７分 

再 開 午後 １時１８分 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  西沖教育課長。 

○教育課長（西沖和己）  一転、申し添えておきます。 

  今事業に当たりましては、工期延長を行っております。最終的に９月３０日ま

でをこの造成工事の工期の契約を延長しておるということを申し添えておきたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（酒本敏興）  ほかにありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  日程第２５、報告第５号 法人の経営状況についてを議題とします。 

  議案の補足説明を求めます。 

  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  それでは議案書の１８ページをお願いいたします。 

  報告第５号 法人の経営状況について。 

  それでは、別冊の平成２７年度株式会社サングリーン智頭の決算報告書３ペー

ジをごらんください。 

  平成２７年度の営業状況でございます。 

  造林事業収入１，５７３万８，１８０円。前年度比で４１１万円余の増でござ

います。林産事業収入２，１４２万２，０７５円。９３万円余の増でございます。

林産品売り上げ９６３万１，２６６円。２９４万円余の増。造林事業の林産品売

り上げ８３８万２，３４８円。１５２万円余の増。その他の事業４８５万５，２

３３円。１２９万円余の増。総合計で６，００２万９，１０２円。前年度比で４

９２万円余の増でございます。 

  続いて、４ページの貸借対象表をお願いいたします。 

  資産の部の流動資産は、預金未収金等の合計で４，１３１万３０５円。固定資

産は、機械装置等の合計で９３４万４，０１７円。資産合計は５，０６５万４，

３２２円です。 

  新たに運搬車両を導入したことによりまして、資産は前金よりも９６０万円余

の増となっております。 

  負債の部の流動負債は、預かり金、未払金等の合計で１，２０７万６，５２５

円。固定負債は退職金給与引当金の１，４４０万円で負債合計は２，６４７万６，

５２５円でございます。 

  資本の部の資本金１，９９５万円に、積立金、前期繰越利益剰余金、当期利益

剰余金、未処分剰余金を加えた資本の合計が２，４１７万７，７９７円。負債及

び資本の合計は５，０６５万４，３２２円でございます。 

  続きまして、５ページ。損益計算書でございます。 

  収益から費用を差し引いた営業総利益２，３６６万２，３４５円。一般管理費

の１から１８までの合計２，３２５万１，８５２円。営業損益４１万４９３円で
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す。 

  営業外損益を差し引いた経常損益１６万２，１１０円。特別損益を差し引いた

税引前当期損益７８万８，８６５円。法人税、住民税を差し引いた税引後当期損

益９万９，８６５円。前期利益剰余金を加えた当期未処分利益剰余金７２万７，

７９７円となります。 

  次の６ページ目が先ほどご説明した損益計算書の明細ですので、ご確認くださ

い。 

  続きまして７ページ目、剰余金の処分についてであります。 

  未処分利益剰余金７２万７，７９７円のうち、５０万円を積立金とし、２２万

７，７９７円を時期繰越利益剰余金として処分するものであります。 

  平成２６年度におきましては、退職給与引当金繰入を計上できませんでしたが、

平成２７年度には２２５万円を計上し、さらには先ほど申し上げたように５０万

円を積立金に回すこととなります。 

  業績はおおむね順調に推移してるものと理解しております。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  これから日程第２６、議案第９０号 物品購入契約の締結についてを議題とし

ます。 

  なお、この議案につきましては本日可否決定を行います。 

  議案の補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そうしますと、議案書の１６ページをごらんいただき

たいと思います。 

  議案第９０号 物品購入契約の締結について。 

  これは、８月２２日に入札執行しました消防ポンプ自動車購入契約の締結につ

きまして、議決を求めるものでございます。 

  物品名、消防ポンプ自動車ＣＤ－Ｉ型。数量、１台。契約金額、２，４１７万
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４００円。契約の相手方、鳥取市古海３５６番地１、株式会社吉谷機械製作所。

取締役社長、吉谷典雄。契約の方法、指名競争入札。 

  以上でございます。 

○議長（酒本敏興）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  質疑なしと認めます。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午後 １時２５分 

再 開 午後 １時２５分 

○議長（酒本敏興）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから議案第９０号 物品購入契約の締結についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立９名） 

○議長（酒本敏興）  起立多数です。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第２７．陳情について 

 

○議長（酒本敏興）  日程第２７、陳情についてを議題とします。 

  今期定例会において、本日までに受理した陳情は、お手元に配布しております

陳情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告します。 

  お諮りします。 

  各委員会審査等のため、９月１０日から９月１２日までの３日間及び９月１４
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日から９月２２日までの９日間を休会としたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（酒本敏興）  異議なしと認めます。 

  よって、９月１０日から９月１２日までの３日間及び９月１４日から９月２２

日までの９日間を休会としたいと思います。 

  ９月１３日は午前９時から本会議を開き、一般質問を行います。 

  休会中は委員会等を開き、付託案件の審査をお願いします。 

  来る９月２３日は本会議を開き、各委員会の報告を求め、質疑、討論並びに採

決を行います。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

 

散 会 午後 １時２７分 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。 

 

  平成２８年９月９日 

 

                智頭町議会議長  酒  本  敏  興 

 

                智頭町議会議員  岸  本  眞 一 郎 
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